
令和６（2024）年度新生児聴覚検査体制強化事業研修会実施要領 
 
１ 目 的  

聴覚障害は早期に発見され適切な支援が行われた場合は、聴覚障害による音声言語発達等への影響

が最小限に抑えられる。このため、聴覚障害の早期発見・早期療育が図られるよう関係機関と連携を図

りながら、新生児聴覚検査等の結果、支援が必要と判断された児と保護者等に対する支援を適切に行う

ことができるよう、関係機関において、支援に従事する者の資質向上を図る。 
 
２ 日 時 
  令和６（2024）年７月 24日（水） 14 時 00 分～16 時 00 分 

 

３ 開催方法 

  zoom を活用したオンライン開催 

 

４ 内 容 
（１）行政説明 

新生児聴覚検査の実施状況について 
 （２）講演内容 
    「難聴児の早期発見・早期療育の意義について」 

    講師：国際医療福祉大学保健医療学部 言語聴覚学科    大金 さや香 先生  

 
 
５ 対象者 

周産期医療機関、精密聴力検査機関、県及び市町の母子保健担当者、療育機関等 

 
 
６ 申 込 

令和６（2024）年７月５日（金）までに、令和６（2024）年度新生児聴覚検査体制強化事業研修会受

講申込書を栃木県保健福祉部こども政策課宛てにメールまたは FAX にて提出 
 
７ その他 

・出席者へ別途招待アドレスを送付いたします。 


